
※平成23年度に実施した事業を評価しています

40 - 23 - 02 - 00 予算事業名

会計 10 款 04 項 01 目 02

１．事業の位置付けと関連計画等

第三次川越市総合計画後期基本計画における位置付け 位置付けなしの場合
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２．事業の目的と概要

３．実施にかかるコストと実績 (単位:千円)
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Ｂ
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Ｅ

※24年度、25年度の事業費、人件費は見込額

４．成果指標・活動指標による分析 ※臨時職員の給与も、人件費に含みます。

成果 ：中心指標 単位

成果 件

活動 件

活動 件

５．事業の実施を通じた分析・評価

市民等の健康維持のため、医療機関等への立入検査は今後も継続して行っていく必要がある。
立入検査を実施することで、更なる医療水準向上を図れるよう、実施体制、方法の見直し等を定期的に行いながら事業を継続してい
く。

毎年の立入検査を行うことで、法令が求める医療体制等の水準確保に寄与していると考えられるが、医療機関等が、より良質な医療体
制を維持するためには、立入検査時の検査体制や指導項目等を見直すことも必要であると考える。

⑵　比較参考値（他市での類似事業の例など）

埼玉県内においても各保健所が、毎年医療機関等への立入検査を行っている状況である。

⑶　事業を廃止・縮小したときの影響

法令に基づく良質で適正な医療体制の供給について確認ができなくなる恐れが大きく、市民等の健康保持に影響を与えると考える。
また、法令には地方公共団体が立入検査を行うこととされているので、代替機関では検査を実施することはできないと考える。

⑷　所属長自己評価（今後の方向性） 継続

中心指標の考え方 本事業は成果指標を中心に評価を行う。

指標に基づく評価
改善報告要求件数が実施年度ごとに若干の増減があるものの、立入検査によって、改善事項を指摘し、指導
することで、施設内で提供している医療の水準が向上すると考えられるので、効果があるものと判断する。

⑴　現在の課題と状況 効率性に課題

衛生検査所立入検
査実施件数

2 3 2 3
当該年度における衛生検査所に
対する立入検査の実施件数

改善報告要求施設
件数

17 8 14 12
立入検査において指導した事項につ
いて、改善報告を求めた施設の件数

病院、診療所立入
検査実施件数

18 15 17 16
当該年度における病院及び診療
所に対する立入検査の実施件数

市の財政負担（＝Ｃ－Ｄ－Ｅ） 9,250 9,250 9,250 8,510 8,510 8,510

20年度 21年度 22年度 23年度 指標の定義

その他特定財源 230 278 179 205 235 235

国県支出金

正規職員（1年間の従事人数） 1.25人 1.25人 1.25人 1.15人 1.15人 1.15人

臨時職員（1年間の従事人数）

総コスト（Ｃ＝Ａ＋Ｂ） 9,480 9,528 9,429 8,715 8,745 8,745

人件費 9,250

235 235

予算額 285 346 277 258 235

9,250 9,250 8,510 8,510

事業費 230 278 179 205

8,510

事業の目的
（誰・何を対象に、何のた
めに実施するのか）

医療法等に基づき病院、診療所等の検査、指導等を行うことにより、良質な医療を提供する体制を確保し、市
民等の健康の保持に寄与する成果をもたらすことを目的とする。

事業の概要
（活動内容、実施手段・

方法など）
毎年度、職員が他の所管部署等と協力し、病院、診療所等に赴いて、立入検査を実施し、指導を行う。

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

法令による実施義務 義務ではない

基本目標(章) ともに助け合い、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち 根拠となる法
令、条例等

医療法
臨床検査技師等に関する法律方向性（節）

施策 個別計画等の
名称

川越市保健医療計画
細施策

事務事業名称 医療機関監視・指導 継続

コード 医療機関指導

担当部署 保健医療部 保健総務課 医事・薬事担当 予算事業コード

平成24年度　事務事業評価シート


